
  創作・万葉能「⽩梅の⾹」�

　　　　　�〜⼤伴家持 永主、娘⼦児島 想 物語〜� �

三番⽬物�
▷前  若者�
▷後  ⽼⼈（⼤伴家持 亡霊）�
▷   旅 僧（⼤伴永主）�

⽗、⼤伴家持 弔 旅 終 、帰路 向 ⼤伴永主 �
⽗ 故郷、奈良 ⽴ 寄 。途中何 芳 ⾹ �
醸 出 花 咲 美 梅 ⽊ 出会 。�
思 ⽴ ⽌ 、⾒惚 永主。�

⼀⼈、佇 美 若 男 。�

若 男 ⾔ 。�
「 何 」�

永主 答 。�
「私 、旅 僧 。�
  梅 ⽊ 美 ⽴派 、思 ⾒惚 。�
 優 ⾹ 、美 佇 、 懐 気持 思 起 、�
  不思議 梅 ⽊ 。�
 旅 疲 ⼀瞬 吹 ⾶ 。」�

「 喜 ⾔葉。�
 実 、 梅 ⽊ 私 植 。」�

「 、 ⾒事 梅 ⽊ 、 植 ⾯倒 」�

「 。 。�
昔……�
梅 似 佇 、⾹ 醸 出 ⼥性 出逢 。�



聡明 、美 、 奥 ⽩梅 ⼥性。�
、⽉⽇ 酷 。�
⾯影 出⽴ 、時 共 薄 。追 追 薄 。�

不思議 。 時 感 ⾹ 、�
全 思 出 瞬間 。�
今 逢 、 、⾹ 留 。�
⼀⼼ 、私 毎⽇ 梅 ⽊ 逢 。�
⽅ 、少 記憶 留 置 。」�

「 何 美 話 。�
、旅 ⼟産 ⼈ 話、聞 。」�

「 、 。�
⽩梅 、美 可憐 ⼥性 話 …」�

  〜春 裏 楽 終 梅 花⼿折 招 遊 〜�

  〜振 仰 若⽉ ⼀⽬⾒ ⼈ 眉引思 〜�



〜若者 語 〜�

「 ⽅ 初 出逢 時、私 ⼗三歳。�
⾒事 梅 花 、競 咲 誇 季節 事 。�
私 、⽗ 赴任先 九州 ⼤宰府 。�
前年、私 育 ⺟ 亡 。�

⽗ 、体 弱 ⺟ 、赴任先 ⻑旅 付 合 後悔 、�
嘆 悲 ⽇々 続 。�
咲 誇 梅 花々 ⾒ 、思 出 華 都 ⽣活。�
⼼ 癒 、早 都 帰 、賑 暮 頃 戻 。�
⽗ ⼆⼈ ⽣活 寂 侘 、�
⽇々 淡々 過 事 、当時 私 精⼀杯 。�

我 家 ⼼配 、⽗ 友⼈ 集 会 開 。�
呼 、遊⼥ ⼥性 。�

名前 、筑紫 娘⼦ 。�
美 聡明 出⽴ 、 奥 仕草 彼⼥ 、�
私 暗闇 静 光 美 ⽩梅 ⽅ 思 。�

宴 最中、娘⼦ 舞 披露 。�
場 優 包 込 娘⼦ 舞 、�

周 ⼼ 溶 、�
気持 不思議 魅⼒ 持 。�

客⼈ 中 、静 涙 流 ⽅ 。�
私 気 、彼⼥ 舞 姿 必死 ⽬ 追 。�

宴 終 、�
⽚付 猪⼝ ⼿ 集 �
娘⼦ 「 ⼤変 」 猪⼝ ⼀ ⼀ 、丁寧 ⼿渡 。�
娘⼦ 袖 振 、 優 ⽩梅 ⾹ 。�
夜 境 、�

宴 度 娘⼦ 呼 、宴 終 私 ⽤事 ⼿伝 。�
次第 ⼼ 許 私 、 話 。�
娘⼦ ⾃分事 、時 優 笑 浮 、時 涙 浮 �
私 話 、 聴 。�
暗 出⼝ ⾒ 私 ⼼ 、⼀筋 明 照 。�



私 様⼦ 、安⼼ 顔 ⾒守 ⽗ 嬉 。�

私 、産 ⺟ 幼 頃 亡 。�
何故、幼 頃 事、顔 姿 覚 、�

、記憶 彼⽅ ⺟ 存在 感 時 。�
⾚⼦ 頃 抱 、 ⾹ 。�
娘⼦ 、 ⾹ 想 起 ⽅ 。�

亡 ⾃分 ⺟ ⽅……�
⺟ ⾯影 重 、思 �

若 私 初 恋⼼ 。�
娘⼦ 我 家 訪 ⽇ 、来 ⽇ 来 ⽇ 待 望 。�
暗 侘 私 ⽗ ⽣活 、娘⼦ 存在 明 照 。�

⽇々 、永遠 続 欲 。�
毎⽇祈 思 、彼⼥ 待 焦 、 ⾒送 ⽇々 。�

、�
別 知 、突然 。�
⽗ 、⼤納⾔ 都 戻 勅命 下 。�
⽗ 、 以上 名誉 。�

願 華 都 、戻 ⽇ 来 。�
時 私 、 、 。�

私 齢 …�
私 強 …�

 〜引 攀 折 散 梅 花袖 挽⼊ 染 染 〜�

都 戻 、⽗ 私 、娘⼦ 逢 。�
今 悔 残 。�

都 戻 私 、 、 ⽅ 逢 ⼀⼼ 、植 �
梅 ⽊ 。�



想 出 。�
私 帰京 時、娘⼦ ⾒送 、歌 詠 。�

    〜家思 ⼼進 ⾵守 好 荒 道〜�

彼⼥ 、息⼦同然 私 ⼼配 、⺟⼼ 案 歌 。�
、私 ⽅ 唯⼀ 絆。�

記憶 ⾯影 薄 、出⽴ 薄 、 決 忘 。�
私 ⼦ 授 、 教 守 。�
思 。」�

若者 話 静 聴 永主 、�
事 経緯 ⼾惑 、驚 。�

「 ……�
何故 知 ……�
私 幼 頃 、⽗ 教 。�

時 、⼼ 流⾏ 、落 着 冷静 ⾏動 。�
娘⼦ 字、 児島 申 。�
⼀体何者 。」�

永主 問 詰 若者 、�
俯 考 込 様⼦ 、黙 込 �
⽩梅 向 消 ⼊ 。�



中⼊ �

⾃分 ⻑ 夢 ⾒ …�

後 髪引 思 、永主 場 ⽴ 去 時。�

「永主 」�

振 返 、�
⽼ 男性 。�

永主 ⾃分 ⽬ 疑 。�
懐 ⽗、家持 姿 。�

出会 若者 、永主 ⽗、今 亡 ⼤伴家持 彷徨 魂 姿 。�

「 ⽗上、 ⽗上 。�
 永主 。�
  懐 。�
  ⽗上 ⼀度 会 、 ⼀⼼ 旅 続 。 �
  、本当 会 。」�

「永主 、�
  思 旅 、何 。」�

家持 永主 親⼦ 、梅の⽊の下に積年の想いを語り合った。�



永主 、旅 途中 娘⼦児島 出逢 、�
児島 、⼤伴家 想 出 ⼤切 �
彼 ⾝ 案 祈 続 、�
娘⼦ 舞 、 世 思 美 、�
⾃分 、別 際 児島 ⺟ ⾹ 思 出 。�
全 語 。�
家持 嬉 、安堵 ⾯持 聴 続 。�
⻑ 年⽉ 、満 ⾜ 時間 。�

「児島。児島 私 ⼀度出会 。」�
家持 愛 、⽩梅 ⾒上 。�

「⼼ 美 素晴 ⼥性 。 �
 私 、⺟ ⾹ 、 ⽅ 感 。�
 ⽗上 、児島 想 続 。」�

「 。�
私 私 求 ⾹ 探 出 ⼈ 所 彷徨 続 。�

⽇々 、児島 姿 追 求 、�
⺟ ⾯影 追 続 ⽉⽇ 今 思 。」�

梅 花⾹ 遠 ⼼ 君 思 �

桃 花 紅⾊  ⾯輪  ⻘柳  細 眉根  咲 �
朝影⾒  少⼥  ⼿ 取 持  真鏡 ⼆上⼭  ⽊ 暗 �
繁 ⾕辺 呼 響  朝⾶ 渡  ⼣⽉夜  野辺  遙遙  鳴 雀公⿃�
⽴ 潜  ⽻触 散  藤波  花  引 攀  �
袖 扱⼊  染 染 �

雪 上 照 ⽉夜 梅 花折 贈 愛 児 �



気 、�
雪 降 始 。�

「永主 、 別 時間 来 。�
 本当 良 時間 。良 ⼈⽣ 。有難 。�
  気 帰 。�
 家思 ⼼進 ⾵守 好 荒 路」�

「 ⽗上、 名残 。�
会 ⽇ 。�

私 ⼤切 ⽣ 参 。�
会 ⽇ ……」�

降 積 雪 、�
⼆⼈ ⼤ ⼿ 振 合 、�
⾵ 吹 、舞 散 梅 花 ⼆⼈ 包 込 。�
家持 花吹雪 向 消 ⼊ 。�

永主 満 ⾜ 気持 、強 ⾜取 都 後 。�

〜新 年 初 初春 今⽇降 雪 重 吉事〜�



【歌⼀覧】�

巻19.�4174�追ひて筑紫の⼤宰の時の春の苑の梅の歌に和へたる⼀⾸�

春の裏の楽しき終は梅の花⼿折り招きつつ遊ぶにあるべし�
うち をへ た をり を

春 中 楽 極 、梅 花 ⼿折 招 遊 �

巻6.994��⼤伴宿禰家持 初⽉ 歌⼀⾸�
振 仰 若⽉ ⼀⽬⾒ ⼈ 眉引思 �
空遠くふり仰いで三⽇⽉を⾒ると、⼀⽬⾒た⼈の引き眉が思われることよ�
○年代判明歌の中の家持の初作。16歳頃のものといわれています。�

巻8.1644�三野連⽯守の梅の歌⼀⾸�
み の のむらじいそもり

引き攀ぢて折らば散るべみ梅の花袖に挽⼊れつ染まば染むとも�
よ こ き し

引っ張って取り、折ったなら散ってしまうだろうから、梅の花びらを袖にしごき�
⼊れたことだ。（梅の⾹が）袖に染みるなら染みてもよい。�
○作者、三野連⽯守は家持の⽗、⼤伴旅⼈の従⼈として⼤宰府からの帰京の際も、�
家持と海路を共にしています。�
家持はこの歌⾵から影響を受けたのでしょうか、�
「挽⼊れつ染まば染むとも」の⼿法を⽤いた歌を万葉集で3つ詠んでいます。�
児島と別れた時の家持は、少年だった為に歌は詠めませんでしたが、�
彼の⼼が引き裂かれるような想いと、児島と共にありたい⼼情に寄りそえるのは、�
⽯守のこの歌だと思いました。�
ちなみに万葉集の梅の歌は119⾸を数え、萩の歌142⾸に次いで数が多いのですが�
その⾹りを詠ったのは、この⽯守の歌と�
巻20・4500�市原王の＜梅の花⾹を家具はしみ遠けども⼼もしのに君をしそ思ふ＞�
の2⾸のみとなっています。�

巻3.381����筑紫 娘⼦ ⾏⼈ 贈 歌⼀⾸。娘⼦ 字 児島 �

家思 ⼼進 ⾵守 好 荒 路�
家郷が恋しいとて⼼を逸らせてはいけませぬ。�
⾵のぐあいをよく伺っていらしてください。荒々しいことです。この路は。�
○家持が帰京の際、⽔城まで送りにきた児島が詠った歌。�



巻20�4500（治部⼤輔市原王）�
梅 花⾹ 遠 ⼼ 君 思 �
梅 花 ⾹ ⾼ 、遠 ⼼ 、�

慕 。�
万葉集 珍 梅 ⾹ 詠 歌 2⾸ 。�

巻19.�4192�（⼤伴家持）�
桃の花 紅⾊に にほひたる ⾯輪のうちに ⻘柳の 細き眉根を�

くれないいろ お も わ あをやぎ ま よ ね

咲みまがり 朝影⾒つつ 少⼥らが ⼿に取り持てる 真鏡 ⼆上⼭に�
ゑ を と め まそ ふたがみ

⽊の暗の 繁き⾕辺を 呼び響め 朝⾶び渡り ⼣⽉夜 かけそき野辺に�
こ くれ とよ ゆふづく よ の へ

遙遙に 鳴く雀公⿃ ⽴ち潜くと ⽻触に散らす 藤波の 花なつかしみ 
はろはろ ほととぎす く は ぶり ふぢなみ

引き攀じて 袖に扱⼊れつ 染まば染むとも�
よ こき

桃の花が虹⾊に輝いているような顔⽴ちの中に、⻘柳のような細い眉を笑い崩して�
朝の姿を映しつつ 少⼥が⼿に取る真鏡の⼆上⼭に、⽊の下を暗くして�
⽊々が繁る⾕間を鳴き響かせて、朝を⾶びうつ⿃よ。�
それがくぐり⾶ぶとて⽻を振って散らす藤波の花に⼼ひかれて、�
引きよせて袖に扱き⼊れたことだ。藤の花⾊に、袖が染みるならしみるのもよい。�
「引き攀じて袖に扱⼊れつ染まば染むとも」三野連⽯守に影響を受けたであろう�
部分です。�

巻18.4134�����⼗⼆⽉、⼤伴宿禰家持の作�

雪の上に照れる⽉夜に梅の花折りて贈らむ愛しき児もがも�
つ く よ は こ

雪の上に⽉が輝いている夜、梅の花を折って贈るような、愛すべき⼈がほしい�
雪⽉花 美意識 歌。�

  
巻20.4516�守⼤伴宿禰家持作れり�

新 年 初 初春 今⽇降 雪 重 吉事�
新しい年のはじめの、新春の今⽇を降りしきる雪のように、いっそう重なれ吉き事よ。�
元旦 雪 、 年 豊穣 喜 。�

� �



創作・万葉能  ⽩梅の⾹について   令和3年1⽉ 有⽥百代�

前作、「⽔城 別 」最後 場⾯ 、�
⼤伴永主 児島 別 際、彼⼥ ⾃分 ⺟親 ⾹ 感 。�

今作 『⾹ 』 題材 作品 書 思 。�

⼤宰府 帰京 家持 、笠⼥郎 粟⽥⼥娘⼦ 、�
7⼈以上 ⼥性 恋 歌 贈 浮名 流 、�
家持⾃⾝ 彼⼥ 積極的 歌 詠 。�

、家持 万葉 歌⼈ 珍 『花 ⾹ 』 多 詠 。�
家持 本⼼ 隠 気 。�
、 、様々 『花 ⾹ 』 詠 続 、�

花 追 、 児島 ⾯影 追 、⺟ 理想 追 続 為。�
⼤伴家持 、源⽒物語 光源⽒ 思 。�

家持 、 花 ⾹ 詠 関 、�
『梅 ⾹ 』 、歌 残 。�
児島 想 、誰 知 秘 ⼼ 留 。�




	創作・万葉能「白梅の香」

